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1
全
体
の
特
徴

小
池
都
知
事
は
12
月
に
発
表

し
た
「
実
行
プ
ラ
ン
」
の
具
体

化
と
し
て
、
就
任
後
初
め
て
編

成
し
た
2
0
1
7
年
度
予
算
案

を
1
月
25
日
、発
表
し
ま
し
た
。

□

予
算
編
成
方
針

「
『
新
し
い
東
京
』
の
実
現

に
向
け
た
改
革
を
強
力
に
進

め
、
明
る
い
未
来
へ
の
道
筋
を

紡
ぐ
予
算
」
と
し
、
①
「
セ
ー

フ
シ
テ
ィ
」
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
」
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の

3
つ
の
シ
テ
ィ
の
実
現
と
成
長

創
出
を
進
め
る
。
②
事
業
の
総

点
検
を
行
い
、
財
政
構
造
改
革

を
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

□

予
算
（
財
政
）
規
模

予
算
規
模
は
一
般
会
計
で
6

兆
9
5
4
0
億
円
、
全
会
計
で

13
兆
円
を
超
え
て
お
り
、
国
家

予
算
の
7
・
1
％
（
一
般
会
計

比
）
を
占
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
国
家
予
算
に
匹
敵
す
る
規
模

で
す
。

□

歳
入
の
73
％
が
都
税

東
京
都
は
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
交
付
金
を
受
け
て
お
ら
ず

（
不
交
付
団
体
）
、
歳
入
は
、

都
民
や
企
業
の
税
金
が
七
割
強

を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
そ
の

中
で
「
法
人
二
税
」
は
34
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
〈
表
〉

□

歳
出
の
特
徴

◉
3
つ
の
シ
テ
ィ
で
1
兆
4
3

9
6
億
円

小
池
知
事
は「
実
行
プ
ラ
ン
」

の
3
つ
の
シ
テ
ィ
は
1
0
0
％

予
算
化
し
た
と
表
明
。
待
機
児

解
消
を
7
万
人（
20
年
度
ま
で
）

を
目
指
し
、1
万
8
千
人
分
計

上
、
保
育
士
の
給
与
の
増
額
、

都
立
高
校
生
に
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
や
私
立
高
校
生
の
授
業

料
を
実
質
無
償
化
す
る
特
別
奨

学
金
の
拡
充
な
ど
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
が
、
国
保
や
介
護
保

険
の
負
担
増
へ
の
支
援
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。（
詳
し
く
は
次
号
）

◉
扶
助
費
は
47
億
円
減
額

扶
助
費
は
、
生
活
保
護
法
、

老
人
福
祉
法
、
障
害
者
福
祉
法

な
ど
社
会
保
障
制
度
に
基
づ
く

被
扶
助
者
へ
直
接
支
給
さ
れ
る

経
費
で
す
。
こ
れ
が
47
億
円
も

削
減
さ
れ
、
構
成
比
が
2
・
7

％
か
ら
2
・
6
％
に
下
が
っ
て

い
ま
す
。
35
人
学
級
と
都
営
住

宅
新
規
建
設
も
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
（
詳
し
く
は
次
号
）

◉
投
資
的
経
費
、
1
兆
7
3
6

億
円投

資
的
経
費
は
、
防
災
対
策

な
ど
命
や
安
全
な
ど
住
民
密
着

型
の
公
共
事
業
も
含
ま
れ
ま
す

が
、
大
規
模
都
市
開
発
、
幹
線

・
特
定
整
備
路
線
道
路
や
空
港

・
港
湾
な
ど
の
大
型
イ
ン
フ
ラ

事
業
が
中
心
で
す
。

今
回
、
減
額
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
15
年
以
来
、
1
兆
円
台

に
突
入
し
、
東
京
の
大
都
市
改

造
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

舛
添
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
19

か
所
の
計
画
だ
っ
た
も
の
が
20

か
所
（
池
袋
が
追
加
）
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。
石
原
都
政
以
来

の
大
規
模
開
発
は
一
層
進
み
、

東
京
一
極
集
中
を
加
速
さ
せ
て

い
ま
す
。
〈
グ
ラ
フ
〉

◉
豊
洲
移
転
費
は
計
上
せ
ず

地
下
水
の
汚
染
問
題
や
、
豊

洲
移
転
の
経
緯
、
建
物
の
設
計

・
施
工
の
経
緯
な
ど
、
都
民
か

ら
は
移
転
中
止
の
声
が
上
が

り
、
共
産
党
な
ど
か
ら
「
百
条

委
員
会
」の
設
置
が
求
め
ら
れ
、

小
池
知
事
は
予
算
を
計
上
せ

ず
、
築
地
市
場
な
ど
の
補
修
に

8
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
関
連
で
も
、
仮
設
整
備
費

負
担
問
題
で
結
論
が
出
ず
予
算

化
は
見
送
っ
て
い
ま
す
。

□

事
業
評
価
で
7
2
0
億
円

予
算
編
成
の
一
環
と
し
て
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
使
い
16
年

度
の
事
業
評
価
を
行
い
、
財
源

確
保
を
行
っ
た
と
し
て
い
ま
す

が
、
各
種
事
業
委
託
や
、
職
員

削
減
が
行
わ
れ
て
お
り
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□

「
基
金
」
は
3
兆
円
超
？

東
京
都
は
将
来
の
戦
略
的
施

策
の
展
開
に
基
金
（
貯
金
）
を

膨
大
に
た
め
込
ん
で
い
ま
す
。

16
年
度
最
終
補
正
で
は
3
0

9
2
億
円
を
基
金
に
つ
ぎ
込

み
、
17
年
度
は
、
3
つ
の
シ
テ

ィ
に
向
け
た
基
金
、
財
源
と
し

て
活
用
可
能
な
基
金
と
し
て
合

計
、
1
兆
9
0
3
5
億
円
を
積

ん
で
い
ま
す
。こ
れ
以
外
に「
減

債
基
金
」
が
あ
り
、
17
年
度
末

の
見
込
み
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
16
年
度
末
見
込
み
は
1

兆
3
6
3
9
億
円
で
す
か
ら
、

優
に
3
兆
円
を
超
え
ま
す
。
こ

の
3
分
の
1
で
も
都
民
の
暮
ら

し
や
福
祉
の
拡
充
に
使
う
こ
と

は
可
能
で
す
。

多
く
の
都
民
・
国
民
が
不
安

を
も
ち
、
食
の
安
心
・
安
全
、

働
く
人
た
ち
が
危
惧
し
て
い
る

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
問
題
が

都
政
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
政
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
大
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
連
日
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
と
都
政
の
闇
が
次
々
と

明
ら
か
に
な
る
中
で
、
議
会
で

の
徹
底
追
及
と
都
民
・
国
民
目

線
で
の
問
題
解
決
の
道
が
切
り

開
か
れ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。

1
月
26
日
、
こ
れ
ま
で
築
地

市
場
移
転
問
題
に
と
り
く
ん
で

き
た
多
く
の
み
な
さ
ん
の
努
力

で
都
民
・
国
民
の
声
を
大
き
く

結
集
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

「
豊
洲
移
転
中
止
署
名
を
す
す

め
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

発
起
人
は
、
本
間
慎
（
東
京
農

工
大
学
名
誉
教
授
・
元
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
大
学
学
長
）
、
纐
纈

美
千
世
（
日
本
消
費
者
連
盟
事

務
局
長
）
、
中
澤
誠
（
全
労
連

・
東
京
中
央
市
場
労
働
組
合
委

員
長
）
の
3
氏
で
す
。

そ
し
て
、2
月
6
日「
署
名
を

す
す
め
る
会
」と
し
て
、発
起
人

3
氏
と
署
名
呼
び
か
け
人
の
森

田
稔
氏（
東
京
地
評
議
長
）が
、

都
庁
内
で
記
者
会
見
し
、「
築
地

市
場
の
豊
洲
移
転
中
止
な
ど
抜

本
的
検
討
を
求
め
る
署
名
」
を

開
始
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

会
見
で
は
、「
予
定
地
2
0
1

カ
所
中
72
カ
所
か
ら
基
準
を
超

え
る
有
害
物
質
が
出
た
。
都
の

土
壌
汚
染
対
策
が
失
敗
だ
」（
中

澤
氏
）、「
食
の
安
全
・
安
心
は

消
費
者
に
と
っ
て
看
過
で
き
な

い
。
汚
染
地
へ
の
移
転
は
許
せ

な
い
」（
纐
纈
氏
）、
「
土
壌
汚

染
を
専
門
に
す
る
立
場
で
、
こ

の
問
題
を
憂
い
て
い
た
。
（
昨

年
末
に
発
表
し
た
移
転
中
止
を

求
め
る
声
明
に
）
全
国
の
科
学

者
65
人
が
賛
同
し
て
い
る
」（
本

間
氏
）
な
ど
と
訴
え
ま
し
た

署
名
は
、
小
池
知
事
宛
で
第

一
次
提
出
を
三
月
上
旬
と
し
て

い
ま
す
。
署
名
用
紙
は
「
す
す

め
る
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

記者会見をする豊洲移転中止署名をすす
める会の（左2人目から）中澤、纐纈、本
間、森田の各氏＝2月6日・都庁

「
す
す
め
る
会
」は
、
2
月
18

日（
土
）午
前
10
時
半
か
ら
築
地

市
場
近
く
で
大
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
宣
伝
・
署

名
行
動
を
お
こ
な
い
、
署
名
運

動
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
す
。

各
地
で
反
対
す
る
住
民
の
団
体
が
集
ま
る
「
特
定
整
備
路

線
全
都
連
絡
会
」
は
、
計
画
の
不
当
性
を
告
発
し
計
画
の

中
止
を
求
め
る
早
朝
宣
伝
を
都
庁
前
で
行
う
＝
2
月
8
日

政
治
家
に
必
要

な
こ
と
と
は
何

か
。
小
池
知
事
は

「
政
策
」
と
「
政

局
」
の
両
方
の
カ

ー
ド
を
使
い
こ
な

す
こ
と
だ
と
い

う
。
ま
た
物
事
を

動
か
す
に
は
人
々
の
関
心
、
ト

レ
ン
ド
を
追
う
視
点
が
重
要
だ

と
も
述
べ
て
い
る
。
立
花
隆
氏

と
の
対
談
で
の
言
葉
だ
▼
至
極

も
っ
と
も
と
い
え
る
が
こ
の
カ

ー
ド
、
知
事
に
い
わ
せ
れ
ば
使

い
こ
な
す
の
は
難
し
い
こ
と
の

よ
う
だ
。
か
つ
て
仕
え
た
政
治

家
小
沢
氏
の
進
め
る
日
本
共
産

党
と
の
「
野
党
共
闘
」
を
、
あ

く
ま
で
こ
れ
は「
政
局
カ
ー
ド
」

で
「
政
策
」
「
理
念
」
は
ど
こ

へ
い
っ
た
の
か
、
と
自
ら
の
行

動
基
準
で
批
判
し
て
い
る
か
ら

だ
▼
だ
が
「
二
枚
の
カ
ー
ド
」

を
知
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
知
事

に
こ
の
「
使
い
分
け
」
に
は
注

文
が
つ
い
て
い
る
。
知
事
が
い

う
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
姿

勢
に
必
要
な
の
は
選
挙
を
意
識

し
た
「
政
局
」
で
は
な
く
「
政

策
」
の
充
実
だ
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
「
政
党
復
活
予
算
」

廃
止
の
傍
ら
す
す
め
た
業
界
団

体
・
幹
部
へ
の
接
近
や
、
自
民

党
と
の
決
別
宣
言
を
し
た
公
明

へ
の
、「
選
挙
協
力
の
始
ま
り
」

と
も
囁
か
れ
た
政
治
的
「
配

慮
」
、
に
業
を
煮
や
し
た
も
の

ら
し
い
▼
政
治
に
疎
い
凡
人
に

は
「
二
枚
の
カ
ー
ド
」
の
使
い

分
け
は
難
し
い
。
だ
が
確
か
な

こ
と
は
知
事
の
人
気
を
支
え
る

豊
洲
市
場
移
転
や
東
京
五
輪
問

題
の
ト
レ
ン
ド
は
、
日
本
共
産

党
と
都
民
に
よ
る
愚
直
な
ま
で

の
崇
高
な
営
み
か
ら
生
ま
れ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。（
駒
）

都都都都都都都都都民民民民民民民民民要要要要要要要要要求求求求求求求求求ででででででででで拡拡拡拡拡拡拡拡拡充充充充充充充充充保育など都民世論が動かす
大大大大大大大大大大大大大大大大大大規規規規規規規規規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模模模模模模模模模開開開開開開開開開開開開開開開開開開発発発発発発発発発発発発発発発発発発はははははははははははははははははは推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進

小池知事 初編成17年度都予算案小池知事 初編成17年度都予算案

食
の
安
全
・
安
心
を
守
れ
！

食
の
安
全
・
安
心
を
守
れ
！

2月18日
築地で大宣伝

「
豊
洲
移
転
中
止
署
名
を

す
す
め
る
会
」が
署
名
開
始

２
月
１８
日
、築
地
で
大
宣
伝

2017年2月15日

2017年2月15日）昭和58年2月25日
第三種郵便物認可（都 民 が つ く る 革 新 都 政（毎月1回・15日発行）

いのちを守る福祉・
防災都市東京へ!
都政 に 憲 法 を!
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安
倍
政
権
の
暴
走
が
加
速
す

る
な
か
始
ま
っ
た
17
春
闘
は
、

大
幅
賃
上
げ
と
生
活
改
善
の
展

望
を
切
り
開
く
こ
と
、安
倍「
働

き
方
改
革
」
阻
止
と
国
民
諸
課

題
で
の
反
撃
を
強
め
る
こ
と
が

最
重
要
課
題
で
す
。

1
月
19
日
の
春
闘
闘
争
宣
言

行
動
（
1
3
0
0
人
）
で
は
、

厚
労
省
前
要
請
行
動
か
ら
丸
の

内
仲
通
り
デ
モ
、
経
団
連
包
囲

を
実
施
。
経
団
連
に
対
し
て
大

幅
賃
上
げ
や
労
働
時
間
規
制
、

下
請
が
生
活
で
き
る
賃
金
を
と

要
求
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
月
31
日
に
は
「
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ

暴
走
政
治
！
守
ろ
う

い
の
ち
と
平
和
、そ
し
て
憲
法
、

賃
金
底
上
げ
と
雇
用
の
安
定
、

地
場
産
業
振
興
で
地
域
の
活
性

化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
17
春

闘
総
決
起
集
会
を
杉
並
公
会
堂

に
て
開
催
し
、
1
0
0
0
人
が

結
集
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
4
つ
の
重
点
①

「
社
会
的
な
賃
金
闘
争
」
で
賃

金
底
上
げ
の
流
れ
を
つ
く
る
②

安
倍「
働
き
方
改
革
」へ
の
総
反

撃
③
改
憲
策
動
と
戦
争
す
る
国

づ
く
り
ス
ト
ッ
プ
④
全
組
合
員

参
加
で
職
場
活
動
活
性
化
を
確

認
。参
加
者
は
、大
幅
賃
上
げ
と

安
定
し
た
雇
用
の
実
現
、
安
倍

暴
走
政
権
退
陣
と
都
民
第
一
の

都
政
実
現
、
戦
争
法
廃
止
等
へ

の
決
意
を
固
め
合
い
ま
し
た
。

今
後
春
闘
が
本
格
化
し
ま
す

が
、
地
域
か
ら
賃
上
げ
の
世
論

を
高
め
る
と
同
時
に
組
織
強
化

を
図
り
、
春
闘
と
の
相
乗
発
展

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
【
東

京
地
評
・
菊
池

友
里
】

い
ま
か
ら
50
年
前
の
1
9
6

7
年
4
月
、
発
達
し
た
資
本
主

義
の
国
で
あ
る
日
本
の
首
都

に
、
都
民
が
主
人
公
の
革
新
都

政
が
誕
生
し
ま
し
た
。

革
新
都
政
誕
生
の
原
動
力

は
、
社
共
を
軸
と
し
た
統
一
戦

線
の
結
成
と
切
実
な
都
民
要
求

と
運
動
、
都
議
会
汚
職
事
件
な

ど
伏
魔
殿
都
政
と
都
民
不
在
の

自
民
党
保
守
都
政
に
対
す
る
都

民
の
怒
り
で
し
た
。

首
都
で
の
革
新
自
治
体
の
誕

生
は
、
国
政
に
衝
撃
を
与
え
る

と
と
も
に
、
全
国
で
つ
ぎ
つ
ぎ

と
革
新
自
治
体
が
誕
生
す
る
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
3

期
12
年
の
都
政
の
な
か
で
切
り

ひ
ら
か
れ
た
先
駆
的
施
策
は
全

国
の
自
治
体
の
指
標
と
な
り
、

老
人
医
療
費
助
成
な
ど
国
を
も

動
か
す
力
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
次
の
姿
勢
で
都
政
を
担

当
す
る
決
意
で
す
。

一
、
都
民
と
の
対
話
を
通
じ
、

都
民
に
わ
か
る
都
政
を
つ
く
っ

て
い
く
。
で
き
る
こ
と
と
で
き

な
い
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
、

都
民
の
納
得
を
得
て
仕
事
を
し

て
い
く
。

二
、
考
え
る
知
事
で
あ
る
こ
と

を
期
す
る
。
問
題
が
む
ず
か
し

く
、
機
構
が
複
雑
で
、
仕
事
が

多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
都
民
の

声
な
き
声
に
も
耳
を
か
た
む

け
、
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

三
、
と
は
い
え
、
最
大
多
数
の

都
民
の
利
益
の
た
め
決
断
し
た

こ
と
は
、
蛮
勇
を
ふ
る
っ
て
実

行
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
責
任
を
も
ち
、
進
退

を
い
さ
ぎ
よ
く
す
る
。

と
美
濃
部
知
事
は
立
候
補
に
あ

た
っ
て
抱
負
を
述
べ
て
い
ま

す
。何

を
実
現
し
た
の
か

で
は
、
革
新
都
政
は
ど
の
よ

う
な
挑
戦
を
お
こ
な
い
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
実
現
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
詳
細
は
こ
の
「
論

考

革
新
都
政
12
年
」
の
連
載

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
次
の
標
語
が
そ

の
と
り
く
み
を
象
徴
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す
／

ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
／
ポ

ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
／
１５

の
春
は
泣
か
せ
な
い
／
障
が
い

者
（
児
）
の
希
望
者
全
員
入
学

／
お
と
し
よ
り
に
温
か
い
手
を

さ
し
の
べ
る
／
東
京
に
青
空
を

と
り
も
ど
す
／
三
多
摩
格
差
の

解
消
／
東
京
か
ら
火
薬
の
に
お

い
を
な
く
す

そ
し
て
こ
う
し
た
施
策
を
実

現
、
推
進
す
る
う
え
で
お
お
き

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
住

民
自
治
の
推
進
で
す
。

こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
明
治
以

来
の
天
皇
制
支
配
の
も
と
で
の

官
治
主
義
（
国
の
下
部
行
政
組

織
）
を
う
ち
破
っ
て
、
「
住
民

が
主
人
公
」
の
都
政
を
実
現
す

る
道
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

都
民
参
加
の
推
進

そ
の
第
一
は
住
民
参
加
の
実

現
で
す
。
美
濃
部
知
事
は
都
民

の
と
の
対
話
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
真
に
住
民
自
治
を
促
進

す
る
た
め
に
は
、
都
民
の
参
加

が
不
可
欠
と
考
え
、公
害
闘
争
、

福
祉
、
都
市
づ
く
り
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
で
都
民
参
加
を
す

す
め
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
都
政
を
考

え
る
た
め
の
一
つ
の
素
材
と
い

え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
を
手
が
か

り
と
し
て
、
都
民
の
み
な
さ
ん

が
、
都
政
に
つ
い
て
大
い
に
論

議
さ
れ
、
よ
り
積
極
的
に
都
政

に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

都
政
白
書
６９'
ま
え
が
き

見
え
な
い
建
設

革
新
都
政
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
の
民
主
的
な
運
動
の
促

進
、
自
治
体
労
働
者
と
の
共
同

な
ど
最
終
的
に
は
都
民
に
便
益

と
し
て
還
元
さ
れ
る
、
〃
見
え

な
い
建
設
〃
と
い
わ
れ
る
と
り

く
み
も
重
視
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
社
会
教
育
の
分
野
で
は
、

東
京
都
社
会
教
育
委
員
会
議
に

よ
る
答
申
や
助
言
が
、
民
主
的

な
社
会
教
育
・
文
化
活
動
に
た

ず
さ
わ
る
多
く
の
都
民
に
示
唆

を
与
え
励
ま
し
を
与
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
行
政
で

も
、
「
権
力
的
な
学
校
管
理
は

次
第
に
後
退
し
、
教
育
の
現
場

に
ふ
さ
わ
し
く
、
教
職
員
の
自

由
と
創
意
が
生
か
さ
れ
る
実
践

・
職
場
の
民
主
化
の
と
り
く
み

が
力
強
く
」（
ひ
ろ
め
よ
う
革
新

都
政
の
12
年
の
実
績
・
東
京
都

区
職
員
労
働
組
合
）
す
す
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

権
限
無
き
行
政
の
展
開

地
方
自
治
体
は
、
3
割
自
治

と
い
わ
れ
る
制
度
の
も
と
で
、

財
政
も
権
限
も
き
わ
め
て
制
限

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
も

と
で
革
新
都
政
は
「
横
出
し
」

「
上
乗
せ
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
の
専

管
と
さ
れ
る
労
働
行
政
に
つ
い

て
も
、
労
政
事
務
所
が
企
業
に

対
し
て
実
質
的
指
導
を
お
こ
な

い
違
法
労
働
行
為
を
是
正
さ
せ

る
な
ど
、
労
働
運
動
と
連
携
し

て
労
働
者
の
権
利
を
守
る
と
り

く
み
も
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

都
政
は
、
自
ら
の
権
限
の
及

ば
な
い
範
囲
に
つ
い
て
は
、
都

民
の
世
論
の
力
や
市
民
運
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
結
び
つ
い
て
、

都
民
生
活
の
防
衛
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
限

な
き
行
政
の
展
開
は
、
都
民
と

と
も
に
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
可
能
で
あ
る
。

都
政
白
書
６９'
ま
え
が
き

革
新
都
政
の
12
年
は
自
治
体

が
や
る
気
に
な
れ
ば
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
の
も
と
で
も
、
住
民
の

要
求
に
応
え
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
卯
月
は
じ
め
）

「社会的責任をはたせ」と声をあげる
労働者=1月19日、大手町・経団連前

新
婦
人
都
本
部
で
は
、
東
京

ガ
ス
豊
洲
工
場
元
職
員
の
飯
野

雅
行
さ
ん
と
築
地
市
場
の
仲
卸

業
者
の
中
澤
誠
さ
ん
を
講
師
に

1
月
25
日
、
築
地
市
場
と
豊
洲

市
場
の
見
学
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
企
画
直
前
に
9
回
目

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
で
72
か

所
か
ら
環
境
基
準
を
超
え
る
汚

染
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
当
日
は
つ
な
が
り
や
チ
ラ

シ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
参
加
者
が

2
0
0
名
を
超
え
る
タ
イ
ム
リ

ー
な
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
の
多
く
は
豊
洲
市
場

に
も
築
地
市
場
に
も
初
め
て
訪

れ
た
方
で
し
た
。
「
開
場
予
定

だ
っ
た
3
か
月
前
ま
で
市
場
関

係
者
に
も
場
内
を
見
せ
ら
れ
な

ん
て
お
か
し
い
」
「
土
壌
や
地

下
水
汚
染
の
過
去
の
実
態
に
つ

い
て
、
何
十
年
も
こ
の
地
で
過

酷
な
環
境
で
働
い
て
き
た
東
ガ

ス
元
職
員
か
ら
お
聞
き
し
た
お

話
は
説
得
力
が
あ
っ
た
」
「
や

っ
ぱ
り
市
場
は
築
地
が
い
い
。

築
地
と
豊
洲
両
方
の
市
場
を
み

て
確
信
し
た
」
「
で
き
て
し
ま

っ
た
か
ら
移
転
す
る
し
か
な
い

と
い
う
気
分
を
払
し
ょ
く
で
き

た
」
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

新
婦
人
東
京
都
本
部
で
は
2

0
0
7
年
よ
り
こ
の
運
動
を
始

め
、
学
習
会
や
市
場
付
近
で
の

街
頭
宣
伝
、「
守
ろ
う
築
地
パ
レ

ー
ド
実
行
委
員
会
」に
参
加
し
、

都
知
事
や
議
会
に
向
け
た
署
名

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
い

ま
、
『
お
魚
屋
さ
ん
・
お
寿
司

屋
さ
ん
ア
ン
ケ
ー
ト
』を
行
い
、

都
へ
声
を
届
け
る
取
り
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

7
月
の
都
議
選
で
は
市
場
移

転
問
題
が
争
点
の
一
つ
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
候
補
者
の

誰
が
本
当
の
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト

で
、
誰
が
議
席
フ
ァ
ー
ス
ト
な

の
か
運
動
を
広
げ
な
が
ら
見
極

め
る
力
と
世
論
を
広
げ
た
い
で

す
。
【
新
日
本
婦
人
の
会
東
京

都
本
部

岡
林
奈
緒
子
】豊洲新市場前で説明を聞く参加者=1月

25日、江東区・豊洲新市場青果棟前

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
阻
止

大
幅
賃
上
げ
を

17
春
闘
に
総
決
起

築
地
・
豊
洲
市
場

見
学
＆
学
習
会

の
べ
2
0
0
名
が
参
加

革新都政誕生
５０周年

―特別企画―
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